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社会連携室長　内野 美恵
本学の専門である「ひとの生(Life)を支える学び」は、社会の多種多様な分野と
連携することが可能です。本学学生の勤勉で若くしなやかな発想力は、これまで
の産学官連携事業において、多くの成果を上げています。

地域と学生、大学の連携・協働と「ひとの生（Life）」

ヒューマンライフ支援機構にご期待ください。

MESHITSUKA Gyosuke　元東京家政大学家政学部服飾美術学科
教授、東京大学名誉教授、日本学術会議20期・21期会員、22期・
23期連携会員。専門／生物材料化学、バイオマス化学

機構長

飯 塚　尭 介

東京家政大学は1881（明治14）年に創設以来、141年目を迎えました。
この間、本学の教育・研究の成果を「ひとの生（Life）を支える学」として
広く社会に発信し、地域の課題解決に向けた取組を
行政、企業、NPO等と協働してすすめてまいりました。
こうした本学の取組を基盤に地域と学生、
大学を結ぶワンストップセンターとして、

「ヒューマンライフ支援機構」を2020年4月に開設いたしました。
依然としてコロナ禍ではありますが、
皆さまのご理解とご支援のもと、
社会連携・産学連携の取組を一層活発化してまいります。

UCHINO Mie　本学ヒューマンライフ支援センター専門員（ 准教授 ）、東京都食育推進協議
会委員、日本パラリンピック委員会医科学情報サポートスタッフ、博士（学術）、管理栄養士

E-mail: uchino@tokyo-kasei.ac.jp

E-mail: satouy@tokyo-kasei.ac.jp

E-mail: sangaku-D@tokyo-kasei.ac.jp

産学連携推進室長　佐藤 吉朗
本学の「強み」を最大限発揮しつつ、行政、企業、NPO等をパートナーに連携・
協働をすすめてまいります。これらの取組の成果を本学の「研究力」の強化につ
なげ、生活研究の家政大ブランドを確立できるよう努めます。

産学連携推進室 産学連携ディレクター　藤本 浩
産学連携推進室では、企業との共同研究、受託研究等を通じて家政大―産業界の
連携を推進しています。私は食品企業における研究者として、また、国立研究機
関での産学連携・知財管理の経験が豊富です。お気軽にご相談ください。

SATO Yoshio　本学家政学部栄養学科教授、生活科学研究所所長。2010 年に食品企業から本学に。
食品の安全から「おいしさ」まで「食 」にかかわる幅広い事象が研究テーマ。

FUJIMOTO Hiroshi　国立研究開発法人理化学研究所、産業連携部バトンゾーン研究推進課、
一級知的財産管理技能士（特許専門事務）
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社会連携室

大学と連携したいが、どこに連絡をすればよいかわからないとよく聞きます。社会連携室は行政、企業、
NPOなど本学との連携を希望される方々が気軽に相談できる「窓口」となります。

産学連携推進室

本学は食べること、着ること、健康であることなど、人々の生活にかかわる多様な研究を行っています。
産学連携推進室は大学のシーズと行政や企業等のニーズをマッチングし、社会実装（社会の役に立つ）を
目指し、産学官の連携による共同研究・受託研究等を活発化します。



共同研究講座 産学連携推進室のコーディネートで新たに2つの共同研究講座が開設されました

設 置 期 間：令 和3 年 4月1日〜
令和6年3月31日　研究体制：人間生活学
総合研究科教授 澤田めぐみ／共同研究員 
和泉又兵衛（(株 )じゃばらいず北山）

人間生 活学総合研 究 科
人間生活学専攻主任
家政学部栄養学科教授

澤田 めぐみ  
SAWADA Megumi

これまではじゃばらのスギ花粉症に対
する即効性や継続摂取による効果を
調べるため臨 床研 究を実 施しました。
2021年は花 粉シーズンを通して、摂
取を続けた場 合の効果を調査しまし
た。じゃばらの機能は、その他のアレ
ルギー疾患に対しても有望と考えられ、
気管支喘息に対する研究も予定してい
ます。

日本における鶏卵の一人当たりの消費
量は世界第2位で、身近で高栄養な食
品です。近年、鶏卵の新たな機能とし
て、筋力アップやダイエット、視力の維
持に重要な役割を担っていたり、脳活
性に与える効果などがわかってきていま
す。本研究所は、タマゴのおいしさを
解明し、その成果をわかりやすく消費
者に発信するとともに、鶏卵を対象と
した研究者の育成を目指します。

共同研究講座特命教授
前副学長（研究・産学連携担当）
前人間生活学総合研究科長

峯木 眞知子  
MINEKI Machiko

設置期間：令和3年4月1日〜
令和6年3月31日　研究体制：特命教授 
峯木眞知子／特任講師 小泉昌子／共同
研究員 設樂弘之（キユーピー(株) ）

概要

概要

本研究所では、タマゴの魅力、おいしさについての普及に
取り組んできました。さらにタマゴの正しい情報を毎月メー
ルマガジンと動画で配信し、卵の保存、ゆで卵、目玉焼き
やデビルエッグなどの料理もエビデンスを加えて紹介して
います。また、「卵の成分の分析とおいしさの解明」をテー
マに、濃厚卵白と水様卵白の調理特性の比較、冷凍卵の食
感、油滴径の異なるケーキの違いなども研究し、「おいしい
タマゴが創る健康生活」の研究成果を広く発信して参ります。

「じゃばら」とは、ゆずと他の柑橘類が自然交配して生ま
れた和歌山県北山村の特産品です。講座では「じゃばらを
食べると花粉症が良くなる」という消費者からの口コミに
対し、本当に花粉症に効くのか、花粉症の予防・改善をは
じめ「じゃばら」の含有成分の効果について「ジャバラが
含有するフラボノイド、中でもナリルチン、ナリンゲリン
などの生体調節機能の解明」を主なテーマに、多角的な研
究をすすめます。

【写真左】デビルエッグは、春のイースターに食べられる行事
食。ゆで卵の卵黄をつぶしてマヨネーズで調味し、胡椒やパプ
リカなどでスパイシーに。本研究所では悪魔の黒い卵黄を紹介。

【写真右】ゆで卵の構造。食品科学工学会第68回大会で発表。
Aが保存した卵、Bが新鮮な卵

【写真左】おなじみの肺活量のほか、鼻腔抵抗も測定できる特殊な
スパイロメーター。NIOXでは呼気（吐いた息）の中の一酸化濃度を
bpmレベルで測定し、炎症の有無を探る。【写真右】収穫したじゃ
ばらを手にする和歌山県北山村の皆さん。村でたった1本になって
しまったじゃばらの木を村の宝として大切に育て、今では5000本に
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本学は食べること、着ること、健康であることなど、人々の生活にかか
わる多様な研究を行っています。産学連携推進室は大学のシーズと行政
や企業等のニーズをマッチングし、社会実装を目指し、産学官の連携に
よる共同・受託研究を活発化します。

産学連携の仕組み

研究シーズ(Seeds)とは、大学と企業、行政、地域等と
の産学連携、社会連携の「実」となり「芽」となる「種

（たね）」のことです。
本学では子どもから高齢者まで、人々の生活にかかわる多
様でユニークな研究が行われています。それぞれの教員が
どのような研究に取り組んでいるのか、その研究活動の一
端を、「子どもと学び」、「食と栄養」、「健康とからだ」、

「環境と暮らし」、「こころと表現」をガイドに紹介してい
ます。興味を持たれたシーズがありましたら、産学連携推
進室までお問合せください。

www.tokyo-kasei.ac.jp/society/orcc/seeds.html

家政大の研究シーズ

機能性，セルロースナノファイバー，テキスタイル，天然繊維，ナノ材料，被服材料

天然由来ナノ材料を用いた機能性被服材料の開発

研究内容

　ニーズの多様化した現代社会においては，被服材料についても，

基本性能のみならず，風合い，デザイン性，バリア性，特殊な用

途への適合性等，様々な機能を有することが望まれています．例

えば，衛生面や生活臭などを気にする人は年々増加し，高齢化社

会の到来とともに，医療福祉施設や家庭における介護環境の臭い

や清潔性の問題から，被服の消臭・抗菌性能への要求が高まって

います．

　我々の研究グループでは，環境に優しい天然材料を利用して，

現代のニーズにあった機能性被服材料の開発を行っています．こ

れまでに，植物由来の極細繊維であるセルロースナノファイバー

を利用した保温効果のあるテキスタイル，緑茶由来のセルロース

ナノファイバーを利用した消臭布，多糖類ナノ材料を用いた消臭・

抗菌能を脱着可能な布材料の開発などを行っています．また，繊

維製品の風合い計測を行う機器を備えており，開発した素材の風

合い評価も行っています．

関係論文，特許・著作物等の知財情報，連携の実績

・	「茶葉由来セルロースナノファイバーの作製と塗工布の消臭性

能」日本家政学会誌，71(10)‚	p.657-665‚	2020.

・	「セルロース系繊維から成るテキスタイルの改質」Cellulose	

Communications‚	25(2)‚	p.51-56‚	2018.

・	「セルロースナノファイバーのテキスタイルへの応用」繊維製品消費科学会誌，58(4)‚	p.309-312‚	2017.

・	「Effect	of	cellulose	nanofibers	as	a	coating	agent	for	woven	and	nonwoven	fabrics」Nordic	Pulp	&	Paper	

Research	Journal,	31(2),	p.255-260,	2016.

・	特願 2021-031258「表面修飾多糖類ナノ材料，その分散液及び機能性物品」

・	共同研究 2018-2020「CNF の繊維製品への活用の検討」静岡県工業技術研究所

社会連携・産学連携の可能性

　天然繊維やナノ材料を利用した被服材料の開発への提案や共同研究が可能です．

キーワード

2021 年 6 月 24 日 にアップロード

濱田 仁美  HAMADA	Hitomi
家政学部	服飾美術学科　教授

SeedsTokyo Kasei University

東京家政大学 研究シーズ集

木材（左）と緑茶（右）から作製したセルロースナ
ノファイバー

保温性測定装置

学術指導
• 学術指導とは、企業等からの委託を受け、本学教員が教育・研究上の専門的知識に基づき指導・助言、

情報提供等を行い、その課題解決を支援する仕組みです。研究を具体化する前段階の包括的な支援と
しても活用できます。

• 学術指導を受けたい本学教員（研究者）がいる場合には事前に指導内容等についてご相談ください。ど
の教員の指導を受けたいかわからない場合は、本機構産学連携推進室にご相談ください。学術指導に
あっては、１時間につき10,000円を基準に学術指導料のご負担をお願いいたします。

共同研究・受託研究
• 共同研究は、民間機関等から研究経費又は研究員を受け入れて、本学の教員が民間機関等の研究員
（共同研究員）と共通の課題について共同して研究を行います。受託研究は、民間機関等から委託を受
けて、本学の教員が委託機関等からの委託研究費によって研究を行います。

• 共同研究・受託研究の申し込みは、担当する教員を通じて行っていただきますので、まずは直接希望
する担当教員、または本機構産学連携推進室にご相談ください。

• 共同研究・受託研究の受入れが決定しましたら、本学と民間機関等で契約（共同研究契約、受託研究
契約）を締結し、研究がスタートします。

共同研究講座・共同研究部門
• 共同研究講座・共同研究部門とは、企業等から出資を受け、本学からは研究者と研究施設・設備を提

供することで、共通の課題について長期的・継続的に共同研究を行う組織を設置するものです。
• 共同研究講座とは学部・研究科に設置する組織で、共同研究部門とは研究所等に設置する組織です。
• 設置期間は２年から５年を標準としています。共同研究と同様、企業等から共同研究員を受け入れる

ことも可能です。
• 本学の研究者（複数も可）との安定的な共同研究拠点の制度としてご活用ください。

キユーピー株式会社との連携

キユーピー・東京家政大学　タマゴのおいしさ研究所

株式会社じゃばらいず北山との連携 
じゃばらいず北山・東京家政大学　じゃばら研究所



地域に開かれた生活科学の教育・研究の場

生活科学研究所

地域連携推進センター

女性未来研究所 森のサロン

TEL： 03-3961-2502　E-mail： rids@tokyo-kasei.ac.jp
URL： www.tokyo-kasei.ac.jp/research/rids/index.html

TEL： 03-3961-5305　E-mail： josei-mirai@tokyo-kasei.ac.jp
URL： www.tokyo-kasei.ac.jp/research/woman/index.html

TEL： 03-3961-6354　E-mail： morinosalon@tokyo-kasei.ac.jp
URL： www.tokyo-kasei.ac.jp/society/hulip/salon/index.html

TEL： 03-3961-5274　E-mail： hulip@tokyo-kasei.ac.jp
URL： www.tokyo-kasei.ac.jp/society/hulip/index.html

TEL： 03-3961-5742　E-mail： syogai@tokyo-kasei.ac.jp

共通URL： www.tokyo-kasei.ac.jp/society/commulic/top.html

昭和23年の設立以来、幅広い分野にわたる学際的な
生活科学研究を推進し、行政や企業との共同研究等産
学連携をすすめています。全国の高校生による研究コ
ンクールや各種講演会、食育活動等広く本学の教育・
研究の成果を発信しています。

本学の教育・研究の成果をもって、様々な地域との連
携により多種多様な「学び」の開発・実施の他、調査
研究事業を展開しています。地域課題解決に向け、自
治体・企業・他大学等との協働による地域活性化の推
進に取組んでいます。

０〜３歳のお子さんを持つご家庭対象の子育てひろば
です。「であい・ふれあい・学びあい・育てあい・思
索、対話の場」をテーマに、学内外の専門家による講
座やイベントの開催、週末サロン、個別相談、リフ
レッシュ保育等を開催しています。また学生によるイ
ベントの企画や実習の受け入れ等、学びへの支援も
行っています。

「地域のニーズに学生の学びで応える」をモットーに
産学官連携事業を展開しています。本学の「知」を活
かし、子どもやお年寄りへの支援活動、食育、デザイ
ン、商品開発等、学生にとっても授業とは異なる実学
の場を創造しています。Human Life Plazaの頭文字
をとって愛称はHulip（ヒューリップ）です。

建学の精神である「自主自律」の道を歩み、生活信条
である「愛情・勤勉・聡明」のもと、未来を創造する
女性を支援するため調査研究と活動を行っています。
SDGsの目標を共有し、コミュニティの課題解決に参
画する「女性」を探究しています。
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Contact

 Contact（SAYAMA）

ヒューマンライフ支援センター

TEL： 04-2955-6959　E-mail： chiiki@tokyo-kasei.ac.jp
 Contact（ITABASHI）

地域課題の解決に向けた地域と大学を結ぶ連携拠点 

地域のニーズに学生の学びで応える

女性１００年、過去から未来へ 親子でほっと一息つける場所　板橋区地域子育て支援拠点事業

栄養学科・栄養科の学生による地域の小学校での食育出前授業

保育者研修会「子どもを健やかに育むための生活と遊びの展開を考える」

幻の白藤米の復活と酒の仕込み（酒造会社との連携）

樋口惠子名誉所長と卒業生を招いた講演会 学生作の大型遊具、森のサロンオリジナル玩具で自由に遊べます

各研究所・センターの紹介
生活科学研究所、女性未来研究所、

地域連携推進センター、ヒューマンライフ支援センター、森のサロン、
本学の学生たちを緩やかにつなぐネットワーク。



  

TJUP自治体
魅力再発見
プロジェクト
TJUP会員校
の学生達が
主 体 となり、
自治体と連携
し、「街の魅力

再発見 」をテーマにチラシを制作
しました

-3g減塩プロ
ジェクト協力
味の素株式会
社発行リーフ
レットに学生
による減塩テ
クニックの紹
介と、コラム
ペ ー ジ の レ

イアウト・デザインを行いました

学生が参加したプロジェクト主な社会連携・産学連携の歩み

北区立柳田小学校教育連携事業　
児童が黙食の給食時間を楽しめる
よう、放映する動画教材を制作し
提供しています

ワークライフバランス in 農業女子
プロジェクト　農林水産省が推進す
るパートナー校として、女性ならで
はの新しい発想で事業を企画します

狭山市･入間市・TJUP共催「夏休み
子どもスポーツ体験教室」　教員
を目指す学生達が地域の教育支
援活動に参加しました

双日株式会社レシピ開発およびブ
ランディングプロジェクト　栄養学
を学ぶ学生がまぐろレシピを開発し、
ブランディングについて提案しました

学生がつくるサロンプロジェクト　
森のサロンを舞台に、学生がワー
クショップや環境設定の企画・実
施・冊子制作を行っています

長南町の特産品を使用したレシピ
開発　校祖生誕地である千葉県長
南町の特産品を使ったレシピを学生
が考案し、緑苑祭にて提供しました

食リンピック（食育イベント）　家政
大学発の「食育」の浸透を目的とし
た、五感を使った「食 」の競技を
学生が企画・運営します

北区みんなで楽しむ食育フェア 協力
「食の大切さ」や「食の楽しさ」をテー
マに、五感を使った食育ゲームや食育
おもちゃを通して来場者と交流します

北区社会福祉協議会「子ども・若
者応援基金」　子ども・若者の未
来を応援する基金のロゴマークを
学生がデザインしました

昭和産業グループレシピ開発教育プ
ログラム　企業との勉強会や施設見
学等を経てレシピを考案。入賞レシ
ピは卵のパッケージに採用されます

⾃治体魅⼒再発⾒プロジェクト「 〜 私たちの⼤学がある街の魅⼒再発⾒︕︕ 〜 」私たちが通う大学周辺地域の新たな魅力を見つけて、とっておきの情報を皆様にお届けいたします！！

鳩⼭町
（山村学園短期大学）

吉⾒町
（武蔵丘短期大学）

〜歴史ある街〜

〜街の幸福度ランキング1位！〜

ググルルメメ

自自治治体体概概要要
名名 所所埼玉県のほぼ中心に位置しており、人口は約２万人。総面積は38.64平方キロメートルの町。町の大部分は平野で、東部に荒川、南西部に市野川が流れ、肥沃な穀倉地帯となっています。西部丘陵地一帯は県立比企丘陵自然公園に指定されています。また、吉見百穴や八丁湖周辺に散在する黒岩横穴墓群など、古墳時代を代表する貴重な史跡が見られます。

＊＊名名代代 四四方方吉吉ううどどんん埼玉県吉見町民会館フレサよしみの前にあるうどん屋です。
荒川サイクリングロードの近くのためサイクリング中の食事処
としても利用されています。
だしや麺などの食材にこだわり、新鮮なものを手作りしています。また、テイクアウトやお土産
もあります！

＊＊吉吉見見百百穴穴

吉見百穴は古墳時代後期の横穴墓群の遺跡。ほとんどの横穴の壁際１０～２０センチ程の段が作られており、それが死者を安置した場所である。また、昭和１９～２０年に、百穴とその周辺に丘陵地帯に大規模な地下軍需工場が造られた。直径３メートル程の開口部を持つ洞窟が地下軍需工場の跡である。

★編編集集後後記記★★
実際に行って目で見ることで、その場所の雰囲気や魅力などを身をもって実感することが出来ました。実際に足を運ぶことで、資料だけでは分からなかった新しい発見があるかもしれません。興味のある方は実際に行ってみて新しい魅力を見つけてみては？

吉見町についての詳しい情報はこちら→

吉⾒町のキャラクター
よしみん

鳩⼭町は東京から1 鳩山町は東京から1時間という立地でありながら、自然豊かな環境の中に閑静な住宅街
が立ち並ぶ居心地の良い町です。また、安心・安全の面では交通死亡事故がゼロ継続日数は県内1位。町民意
識調査で幸福と感じている住民が7割という結果も出ており、日本一幸福度の高い町です。⼩さい頃よく遊んだ 小さい頃よく遊んだ「おしゃもじ山」は、明治の頃から子育ての神として親しまれて
います。桜が咲き誇る4月、５月にはツツジ祭りが行われます。JAXA宇宙観測センターもあり、地球観測展
示の見学もできます。比企一族武蔵武士ゆかりの地「史跡笛吹峠」も巡れます。創業36年の蕎⻨屋「 創業36年蕎麦屋「ふくいち」は地元ではもちろん町外の方からも愛され続けています。
本学学食を提供している「花結び」は地元名産の黒大豆などを使用した焼ドーナツを「上熊井農産物直売所
（ちょっくま）」で販売しており、お土産にとても喜ばれます。（写真参照）

鳩山ニュータウンにある鳩山町コミュニティマルシェでは鳩山在住の作家の方々が
作ったクラフト作品などが出品されており、ランチやカフェをしながら住民の交流及び情報提供の場として
利用されています。

★編集後記★
取材をさせていただいた蕎麦屋とクラフト作家さんは、私たち同級生の親御さんで、懐かしい話などで盛り上がり、地元を
愛する人々が身近にいることを改めて実感しました。子ども学科２年 猪本みう 坂口絵麻

名名 所所

ググルルメメ

自自治治体体概概要要

産産 業業

埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP)

埼⽟東上地域⼤学教育プラットフォームは、埼⽟県の東武東上線沿線及び⻄武線沿線に所在する20⼤学・短期

⼤学が、同地域の各⾃治体、企業等と連携し、互いに協⼒して地域社会が抱える諸課題を解決し、⾼等教育に

よる地域の活性化を⽬的として活動しています。

⼊間市
（東京家政大学）

川越市 （東邦音楽大学）

〜自然豊かであたたかな街〜

〜江戸の情緒残る街〜

名名所所

自自治治体体概概要要

自自転転車車でで観観光光

自自治治体体概概要要

産産 業業

川越は「小江戸」とも呼ばれ、かつては川越藩の城下町
として栄えたところです。
「川越氷川神社」をはじめ、「喜多院」「蓮馨寺」など
の神社仏閣が多く残っており、「蔵造りの街並み」「時
の鐘」「菓子屋横丁」といった観光スポットも人気を集
めています。チョットひと昔にタイムスリップして、小
江戸川越のレトロな街並みを体験しませんか！！

川越市では自転車シェアリングを実施
しています。川越駅から「蔵造りの町
並み」までは約10分！歴史ある小江
戸の街並みを観光できます。また、川
越市内に数カ所のサイクルステーショ
ンがあり、観光以外にも、通学・通

勤・買い物などに便利です。

川越市の情報
詳細はこちら！

面積：44.69㎢ 人口：146,400人 －－ジジョョンンソソンンタタウウンン－－

狭山茶の主産地であり、市域の１０分の１ アメリカの郊外を想わせる緑豊かな街、ジョンソンタウン。こ
を茶畑が占めています。市東南端と西北端 こには５０以上の個性豊かなお店があります。そこで、今回は
には狭山丘陵・加治丘陵とがあり、自然に 特におすすめな２店舗を紹介します！！
恵まれ、ハイキングコースとしても最適で
す。また、高倉寺観音堂や円照寺の板碑な
どの国の重要文化財や手もみ狭山茶などの ◇Koigakubo JOHNSON TOWN Ice Cream Factory
指定文化財、旧石川組製糸西洋館などの登 埼玉県唯一の米粉パン専門店です。なかでも狭山茶を使用した
録文化財も多くあります。 食パンはお茶の優しい甘みが特徴で、人気ＮＯ１！他にも、チ

ーズケーキやドーナツなどのスイーツや、店主が本場イタリア
で修業したジェラートなども楽しめます！

——狭狭山山茶茶——

狭山茶は日本三大銘茶の１つです。「色は ◇貝殻喫茶室
静岡、香りは宇治よ、味は狭山でとどめさ 店内は「ちょっと寂しげな海の小屋」をイメージしており、海
す」ともいわれるように、甘く、濃厚な味 のない埼玉県でもどこか海を感じられる落ち着いた雰囲気のお
わいが特徴です。製茶から販売までを一貫 店です。定食やドリンクに使用される食材は店主が納得のいく
して行う「自園・自製・自販」が主流で、 まで厳選したもので、見た目の可愛らしさだけでなく味にもこ
納得のいくまで品質にこだわっています。 だわりぬいた食事が楽しめます！

★編集後記★
活動を通して、入間市は魅力あふれる街であると改めて感じました。記事だけでは紹介し
きれなかったものも多くあります。皆さんもぜひ、入間市まで足を運んでみて下さい！！

狭山茶とジョンソンタウンについての詳しい情報はこちら→

名名所所・・ググルルメメ
入間市マスコットキャラクター

いるティー

川越市は、埼玉県の中央部より やや南部に位置し、109.13平方キロメートルの面積と
35万人を超える人口を有する都市です。都心から約３０kmの埼玉県南西部地域の中心都
市として位置し、「時の鐘」をはじめ、豊な歴史と文化を背景としたまちづくりは情緒あ
る雰囲気を醸し出しています。農業・流通業・観光など充実した都市機能を有しており、
現在も南西部地域の中心都市として発展を続けています。
令和4年には市制施行100周年を迎え、ますます川越市の魅力は増すばかり！
江戸情緒を今に残した川越市にぜひお越しください。

川越市のキャラクター
ときも

2005 （平成17年） ●　東武百貨店池袋店SPICEメニュー開発（〜2014）

2006 （平成18年） ●　東京都北区「高齢者ふれあい食事会」協力（〜継続中）

2007 （平成19年）  ● 「白藤プロジェクト」（企業、農家との連携による白藤米の復活）が発足

 ●　学生が企画し運営した食育カフェ「茶の間-CHANOMA-」が第3回東京商店街
 グランプリにて「地域活性化部門 準グランプリ」を受賞

2010 （平成22年） ●　板橋区地域子育て支援拠点事業「森のサロン」スタート

 ●　東京都板橋区・大学公開講座（連続6回、隔年開講、〜継続中）

2011 （平成23年） ●　東京都北区と包括協定を締結

 ●　狭山市教育委員会・入間市教育委員会等との連携「子ども大学さやま・いるま」
 スタート（〜継続中）

2012 （平成24年） ● 「白藤プロジェクト」が農林水産大臣賞を受賞

 ●　東京家政大学オリジナルピンクリボン※啓発カレンダー制作（〜継続中）
 ※アメリカから始まった乳がんの早期発見・早期検診・早期治療を促す啓発運動

2014 （平成26年） ● （株）ロフト「カロリーBENTO」レシピ考案（〜2016）

 ●　初代所長に樋口惠子氏就任

2015 （平成27年） ●　東京都板橋区共催「いたばしI(あい)カレッジ」（〜2017）

 ●　北区共催「さんかく大学」（〜2017）

 ●　群馬県共催「とらいあんぐるん大学連携講座」（〜2017）

2016 （平成28年） ●　埼玉県狭山市、千葉県長南町、東京都板橋区と包括協定を締結

 ●　入間市と東京家政大学との子育て支援に関わる調査研究

2017 （平成29年） ●　東京家政大学×北区×東洋大学「東京2020オリンピック・パラリンピックプロジェクト
 チーム」協力（〜2021）

2018 （平成30年） ●　埼玉県入間市と包括協定を締結

 ●　特別区長会調査研究機構・板橋区提案による自尊感情に着目した育児期女性の支援
 に関する基礎研究

 ●　板橋区環境協働プロジェクト「親子環境学習講座」

 ●　狭山市と東京家政大学とのスポーツと健康・食生活に関する調査研究

2019 （平成31年） ● 「埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP）包括協定」締結

　　　　 （令和元年）  ●  「東京家政大学ワークライフバランスin農業女子プロジェクト」が発足
 農林水産省が支援する農業女子プロジェクトの連携大学となる

 ●　東京都板橋区・北区共催「子育てママの未来計画」（〜2021）

2020 （令和2年） ●　学生有志団体食リンピック実行委員会の取り組みが農林水産省主催「第4回食育活動
　　　　　　　　　　　　  表彰」にて消費・安全局長賞を受賞

 ●　学生が森のサロンにて企画実施しているアートワークショップ「学生がつくるサロン
 プロジェクト」が厚生労働省主催「第9回健康寿命をのばそう！アワード（母子保健
 分野）」にて子ども家庭局長賞 団体部門 優良賞を受賞

2021 （令和3年） ●　狭山市・入間市と東京家政大学との地域住民の運動習慣と身体機能に関する実態調査研究

 ●　双日株式会社「【玄海鷹島本まぐろ】レシピ開発およびブランディングプロジェクト」（〜継続中）

 ●　地域小学校との教育連携事業が文部科学省後援公益財団法人 修養団（SYD）主催
　　　　　　　　　　　　「第16回 SYDボランティア奨励賞」にて優秀賞を受賞

2022 （令和4年） ●　東京都板橋区共催「子育てママの未来計画」

●生活科学研究所　●女性未来研究所　●地域連携推進センター（板橋）
●地域連携推進センター（狭山）　●ヒューマンライフ支援センター



「子ども大学さやま・いるま」は、狭山市・入間
市の教育委員会と本学が実行委員会を組織し開
催しています。子ども大学は、平成 14 年にドイ
ツのチュービンゲン大学で始まり、日本では平成
21年に「子ども大学かわごえ」が誕生。平成22 
年から、埼玉県の全面的な支援を受け、地域の
大学や市町村等が連携して子どもの知的好奇心を
刺激する学びの機会を提供し、子どもの学ぶ力や
生きる力を育む仕組みとして埼玉県内での実施が
拡がり、現在50をこえる「子ども大学」が開講
しています。本学では、平成23年度に始まり今
年11期目を迎え、毎年、本学教員・地域の専門
家より「はてな学・ふるさと学・生き方学」の三
つのキーワードにより、大学の特色を活かした教

育プログラムを開
発・実施していま
す。例年、定員を
大きく超える応募
を頂き、保護者の
方々にも好評を得
ています。

全国の高校生を対象に、「家庭」「福祉」「環境」
「文化」に関する「生活をテーマとする研究・作
品コンクール」を2004年から開催しております。
今年は20回目を迎え、新たに「生活創造コン
クール」（SSC2022プロジェクト）と名称を変
え、生活に関わるさまざまな研究を募集いたしま
す。文系理系にかかわらず多様な課題解決に向け
て、個人、グループで取り組んだ研究はどれも興

味深く、あらため
て気づきを与えて
くれます。優秀な
作品の要旨を掲載
した冊子「高校生
の萌芽的研究」を
発行し、研究を形
として残すことで、
さらなる継続や発
展に繋がるような
取り組みをしてい
ます。

双日株式会社が手掛ける養殖【玄海鷹島本まぐ
ろ】の新しい食べ方やPR方法について、学生が
女子大生の視点から提案を行うプロジェクトを実
施しました。養殖環境について学ぶ「養殖ビジネ
スセミナー」から始まり、全4回のグループワー
クにて、PR方法やレシピのアイデア、SNSの活
用方法等について話し合い、料理写真の撮り方
やブランディングについても学びました。その後、
参加学生それぞれがレシピを考案し、中間報告会
を経てブラッシュアップしたレシピを最終報告会
で発表しました。最終報告会では、第1部は考案
したレシピのプレゼンテーションを個人で、第2
部はブランディングに関するプレゼンテーション
をチームで行いました。双日株式会社関係者およ

び専門家のゲスト
より、質疑応答な
ど活発な意見交換
や充実したアドバ
イス・講評をいた
だき、学生にとっ
て貴重な経験とな
りました。

子育て中の女性たちが自分自身の生活や希望を
見つめ直し、今後の人生をイメージできるよう
構成された連続講座を実施しています。研究プ
ロジェクトを行っている研究員が講師を務め、こ
ころの元気を取り戻す方法を学ぶ『レジリエンス
編』、毎日の生活を客観的に見直す『家政学入門
編』、講座受講者が自分らしい未来をイメージ
する『ライフデザイン編』の3部構成になります。

この講座は、主に
グループワークを
行う対面講座とホ
ワイトボードアプ
リを使用したオン
ライン講座があり
ます。また、自治
体と共同で行って
おり、本学と包括
協定を結ぶ東京都
板橋区との、2者
共催事業として年
1回講座を開催し
ています。

第10期 令和3年度⼦ども⼤学さやま・いるま
令和3年11⽉6・20・27⽇ 東京家政⼤学狭⼭キャンパスにて

未来を担う子どもたちの成長を育む
「地域の教育支援」
子ども大学さやま・いるま

身近な生活の不思議をカタチに
生活創造コンクール

産学連携の実践型教育プログラム
玄海鷹島本まぐろレシピ開発および
ブランディングプロジェクト

女性の活躍推進に向けた共催事業
子育てママの未来計画

地域連携推進センター女性未来研究所生活科学研究所 ヒューマンライフ支援センター

「 子ども大学さやま・いるま」入学式、全学生が揃っての
集合写真（狭山キャンパス  ラーニングコモンズにて）

双日賞「大トロのレアステーキ〜なん
ちゃって世界旅行風ソース添え〜」

ワークシートを使いながら、普段の生活を振り返り、さまざま
な視点で「自分」について考えます。

視野が広がった、考え方が変わった
など、毎回大変好評をいただいて
いるセミナーです

入賞作品をまとめて掲載した作品
集は、県内外の高校にも配布され
ます

学園祭の際に行われる表彰式には全国から入賞校が集います 専門家や企業の方 へ々向けて、レシピやブランディングにつ
いてプレゼンテーションを行いました

［生き方学］思いっきり声を出して、体を
動かして詩を読んでみよう！〜言葉・体・
心が繋がっていることを実感！声に出して、
詩の世界を味わってみよう！！〜

PICK UP PICK UP
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